
次回
２月14日
の
例会

★12：30点鐘
★東山荘
★世界理解月間に因んで 国際奉仕委員会

高橋慶衣様・鈴木美羽様
ロータリーは分かちあいの心

第2028回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●国 歌 斉 唱
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／デジタル放送について　菅　靖様

●会員誕生日
　２月11日　深沢昭三君 
●夫人誕生日
　２月８日　渡辺　巌君 夫人 洋子様  
  ２月10日　勝又　誠君 夫人 通子様 
●結婚記念日
　２月７日　戸栗太平君・久美子様 ご夫妻
●皆出席
　２月２日　根上眞一君（13年）

　早くも、田植えのニュースです。南の石垣島で始まりまして、苗の種類はコシヒカリ、
収穫は５月中旬とのことです。
１.ロータリーのご報告
　１月25日付、道部秉ガバナーのご挨拶です。「今われわれに求められている地球温暖化防止、
ＣＯ２削減等について、何ができるか考えてみませんか。地球環境元年と位置づけて、クラブの長期目
標として、取り組んでみませんか。」（抜粋）

２.話のさんぽ道
　今日は、「子年」にちなみ、「干支と還暦」について学んでみましょう。
　干支（えと）でいう十二支（じゅうにし）は、古代中国で考えられ、日本に伝えられました。子から
始まり、丑、寅、卯、辰、巳、午、未、申、酉、戌、亥までの総称です。中国の戦国時代には天文学が発達し、
十二支は年・月・時刻および方位・方角の名称などに利用されるようになりました。
　十二支には、12種類の動物が割り当てられ、その逸話がいくつかあります。その話は、動物たちは神
様のもとに新年の挨拶にうかがった順番に、十二支に登録されたということで、４つ紹介してみます。
１）牛は足が遅いので、早めに行ったものの、一番乗りをしたのは、牛の背中に乗っていたネズミ
　　でした。
２）挨拶に行く日について、ネズミはネコに嘘を教えたため、ネコは間に合わず十二支に入れません
　　でした。それを恨んだネコは、その後ネズミを追い回し捕えるようになりました。
３）トリがサルとイヌの間に入ったのは、仲の悪い両者を仲裁していたためです。
４）13番目で、十二支に入れなかったイタチを可哀そうに思った神様は、毎月の最初の日を「つい
　　たち」と呼ぶことにしました。
　このように、ネズミは、なかなか、機知に富んだ「干支」と思います。
　十二支は、東南アジア諸国はもとより、東ロシア、ブルガリアにも風習があります。総合地球環
境学研究所の佐藤洋一郎先生が、新聞記事に面白いことを語っています。「ラオスには、十三種の動
物が干支に含まれています。干支が13匹になった場合、はたして還暦は65歳になるのであろうか。
日本でもネコを加えた十三支にすれば還暦の年に年金を受け取れるようになるのだが、さて今の日
本社会にこんな粋な理解をする余裕があるだろうか。」（抜粋）



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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御殿場養護学校について

増田淳子校長 植松隆広洋教諭

出 席の 報 告1
31

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 60名 52名 86.67％ 100.00％

勝又安彦君・嶋田泉太郎君・水口正宏君・鈴木栄一君

根上眞一君・山内強嗣君・大森清治君・芹澤正明君

・玄関の梅鉢がピンクの花で満開となりました。これをもらった理
　由を思い出しました。　　　　　　　　　　　　　　 勝又　洋君※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（８名）

メ ー プの キ ッャ1
17

１月４日
１月11日
１月14日
１月16日
１月16日

１月18日
１月18日
１月23日
１月25日
１月28日

裾 野
裾 野
裾 野
静 岡 西
長 泉

裾 野
沼 津
裾 野
裾 野
柿 田 川

山内　強嗣君
勝又　　洋君
井上　　元君
渋谷　　一君
渡辺　　巌君

水口　正宏君
大森　清治君
嶋田泉太郎君
斎藤　　衛君
勝又　敏雄君

1／31のスマイル

・学校紹介

　昭和38年、御殿場市保土沢に御殿

場市立養護学校として開校、県内で

最初の知的障害養護学校でした。平

成12年には御殿場市神山で県立養護学校として新たに開

校しました。県内で一番新しい養護学校です。

　学校教育目標は「個々の特性や発達段階に応じ、それ

ぞれの可能性を最大限に広げるとともに、社会参加や自

立に必要な知識・技能・態度の育成を図り一人一人の自

己表現を支援する事」、合い言葉は「いっしょうけんめい

　なにかができる人」です。

　現在の学校規模は、小学部66人・中学部44人・高等部

66人の計176人、そのうち、知的障害のＢ課程144人33学

級・肢体重複Ａ課程32人13学級（うち医療的ケアは10人）

です。教師等は113人です。三島市や長泉町からも通学し

ており児童生徒の急増で狭隘化しています。法改正で名

称が特別支援学校に変わります。

・進路指導について

　本校の就職率は全国平均の倍以上

で、就職先は製造業に就職する割合

が高く、最近ファミリーレストラン

等のサービス業やスーパーマーケット等の小売り販売業

の割合が増加しています。離職率は７年間で30％ですが、

高卒の健常者より低い数値です。今後できるだけ実習を

多く体験させ、本人が充分納得して就職するようにした

いと思います。

　現場実習は６月と10月に10日間の期間で実施していて、

事前に職員が訪問、本人の様子を伝え、業務内容・必要

な支援について打ち合わせます。期間中は、原則、本人

一人で通勤し、終日業務を遂行、ただし報酬はいただき

ません。初日・中日・最終日には、保護者・職員が訪問

し、期間中の様子を担当者に評価していただいています。

ぜひ、協力よろしくお願いいたします。

出席報告出席報告
渋谷　一君渋谷　一君

スマイル報告スマイル報告
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青少年交換小委員会青少年交換小委員会
委員委嘱状交付委員委嘱状交付
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